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インフォームド・コンセントとは
項目 内容
説明

（Information）
病名、病状、治療方法、効果、副作用、代替治療などを
分かりやすく説明する

理解
（Understanding）

患者が説明内容を十分に理解していることを確認する

納得
（Agreement）

患者が疑問や不安を解消し、十分に考えたうえで受け入れる

自己決定
（Decision）

強制されることなく、自らの意思で治療方針を選択する

同意
（Consent）

自由意思に基づいて治療に同意する。必要に応じていつでも
撤回できる



なぜ精神科で重要なのか



判断能力（意思決定能力）
① 理解する ② 比較する ③ 理由づける ④ 意思表示する

内容 説明内容を理解できる 利益・不利益を比較できる 選択理由を説明できる 自分の意思を伝えられる

具体例
病名や治療内容を自分の

言葉で説明できる
治療する場合・しない場合

の違いを考えられる
「副作用は心配だが治療を
受けたい」と理由を述べられる

「この治療を希望します」と
一貫して伝えられる

 統合失調症や認知症などの診断があっても、十分な判断能力を有する
患者は少なくありません。

 反対に、せん妄や意識障害などでは一時的に判断能力が低下することも
あります。そのため、診断名ではなく、その時点の意思決定能力を個別
に評価することが重要です。



精神保健福祉法との関係
項目 通常の医療 精神科医療

治療の原則
本人への説明と同意に基づいて
治療を行う

本人への説明と同意が原則である

本人の同意が
得られない場合

原則として治療は行えない
（緊急時を除く）

精神保健福祉法に基づき、医療保
護入院や措置入院など本人同意に
よらない入院制度がある

医療者の役割
十分な説明を行い、患者の
自己決定を支援する

入院形態にかかわらず、病状や治療
内容を分かりやすく説明し、患者の
理解と意思を尊重する

目指すもの 患者の自己決定と信頼関係 権利擁護と早期の自己決定の回復



意思決定支援（Supported Decision Making）
支援のポイント 内容 具体的な関わり

① 本人の意思を確認する まず本人が何を望んでいるかを知る 「どうしたいですか」「何を大切にしたいですか」と尋ねる

② 分かりやすく説明する 理解できる方法で情報を伝える 短い言葉、図、資料などを用いて説明する

③ 理解を確認する 説明しただけで終わらせない 本人の言葉で説明してもらい、理解度を確認する

④ 選択肢を示す 複数の方法があることを伝える 治療法ごとの効果、副作用、利点・不利益を説明する

⑤ 考える時間をつくる 急いで決定を求めない 時間を置き、必要に応じて繰り返し説明する

⑥ 意思表明を支える 本人が希望を伝えやすくする 質問しやすい環境をつくり、言葉以外の表現にも配慮する

⑦ 支援者を活用する 本人が望めば周囲の支援を得る 家族、MHSW、看護師などと一緒に考える

⑧ 意思を再確認する 病状や状況により意思は変化し得る 治療経過に応じて、本人の希望を繰り返し確認する



共同意思決定（Shared Decision Making）

SDMの流れ 医療者がすること 患者と一緒に考えること
① 選択肢があることを伝える 治療には複数の選択肢があることを説明 「どの方法が自分に合うだろう?」

② 情報を共有する 効果、副作用、治療しない場合などを説明 それぞれの利点・不利益を理解する

③ 希望・価値観を聞く 本人が大切にしたいことを確認する 症状、仕事、生活、家族など何を優先するか考える

④ 一緒に比較する 医学的情報と本人の希望をすり合わせる 自分の生活に合う選択肢を考える

⑤ 一緒に決定する 本人の意思を尊重して治療方針を決める 納得できる治療を選択する

⑥ 振り返り・再検討する 治療後の効果や副作用を確認する 必要に応じて治療方針を見直す

 患者と医療者が情報や価値観を共有し、一緒に治療方針を決めるプロセス



説明する内容



精神科で難しい場面



医療者に求められる姿勢



40代男性 統合失調症



私たちにできること
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